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日 文審査要旨
 安野正之の学位論文は八甲田山の萱野高原のアリ群集の生態学的醗究で,英文5章から成り,既
 に印刷公表済,もしくは印刷中のものである。
 こ¢研究は萱野草原に於けるアリの異種個体群の構造を解析し,同種内,異種闇相互の関係から,
 その群集の維持されている機構を明らかにしょうとしたものである。
 萱野原は生息するアリの種類,密度などから,周辺部,中間部,中央部に分けられるが,周辺鄙
 に沿いては,この地域の代表種であるエゾアカヤマァリ・クロオオアリ・クロヤマアリの異種個体
 群が形成されている。
 この部分では,これら3種の巣の相互の位置関係はほぼ一定であり,これは種間の排他性の強さ
 とそれに対する感受性のちがいによって決定される。3種の中・エゾアカヤマアリはもっとも大き
 なテリトリーを占有し,排他性がつよく,ついでク・オオアリである。
 更に,これら3種の分布様式にはそれぞれ特徴があり,エゾアカヤマアリとク・オオアリは集
 中的分布をしている。エゾアカヤマアリでは数ケ以上のア11塚が群をなして一大蟹族を形成して塊
 状に分布している。そのアリ塚の数には季節変動があるが,これは大家族の蠕動性の季節消長にと
 も攻うもので,新しい巣の出現はみられなt(。ク・オオアリでも季節的な活動にともない,巣の出
 入口の増減はあっても新しい巣の患現は劇(。
 クロヤマアリはエゾアカヤマアリの塚の塊状分布のすき間に分布し,みかけ上集中的分布を示す
 が,その分布域内では均等に分布し,酸た,この種だけが分布している中央部でも均等分布である
 ことから,種内の拮抗的関係がこのア1」の分布について大きな役割を演じていると判断される。こ
 のク・ヤマアリの巣の数には季節的な変動はみられ劇(が・これは動的安定を保っているのにす露
 ず,小さな巣ではひんぱんないれかわりがみられる。
 以.ヒのべてきたアリの異種個体群の動的安定性がどのようにして維持されているかを知る目的で,
 もっとも影響性のつよいと考えられるエゾアカヤマアリの除去霊験を行った。
 エゾアカヤマアリの一家族に相当するアリ塚群を除去すると,他の家族に属するエゾアカヤマ
 ア11が直ちに侵入してテリトリーを拡大してしまう。このことから,エゾアカヤマアリの塊状分布
 がア1」塚群の群間で働く相互関係によって保たれていること,そして他種の分布を大きぐ規制してい
 ることがわかる。
 エゾアカヤマアリのアリ塚を広い範囲にわたって完全に除去すると,1,2ケ月の間にクロヤマ
 アリが侵入し多数の巣が出現し,ク・オオアリは2年後になってわずかに増加するにすぎな1(。こ
 のことからク・ヤマアリが空間を補充する性質が強いことがわかる。この補充はこの種の個体群の
 不安定な部分を構成していた小さな巣によって行われる。しかも急激な巣の増加にもかかわらず,
 全体として平均巣間距離がほとんどかわらないことから,この種の種内の浩抗的関係のつよいこと
 がわかる。
 以上のことから・萱野原のアリの異種個体群はエゾアカヤマアリのアリ塚詳聞に働ぐ種内関係に
 よって骨組がつぐられ,その空間にク滋ヤマアリ個体群が稚内の強レ皓抗作用によって均等に分布
 する。エゾアカヤマアリの群闘の空聞が十分に大きいとク・オオアリが分布するようになる。この
 ようにして,この個体群の動的安定性が維持されていると考えられる。
 以上が安野正之の学位論文の要旨であるが,参考論文一篇と共に個体群生態学に於て重要な知見
 を加えたものということができる。
 よって審査員等は安野正之の論文は学位論文として合格と認めた。
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